





























































によると、保育活動中の LAeq が幼稚園では 80〜





























































































	 A 幼稚園では、8:40 より逐次、子どもの登園が
始まり、クラスの全員が揃う 11:00 まではクラス
の 3 分の 1 程度が部屋遊びを、それ以外は屋外遊































	 B 幼稚園、年中児クラスの一日の活動概要を表 2
に示す。	






























	 C 幼稚園、年中児クラスの一日の活動概要を表 3
に示す。	
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能）、保育室で測定した LAeq は 50〜75dB で推移し
ながらも、測定レベル以上の静けさを感じられる
ことが報告されている。今後は、国内だけでなく、
		
国外との比較も視野に入れて検討を続けていきた
い。	
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